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	報 告 者
	クラブ　Ｂ＆Ｇ別府海洋クラブ
学年　　中学三年　　　　　　　　氏名　髙山　大智

	大 会 名
	２０１２　IODA　 WORLD 　SAILING　 CHAMPIONSHIP

	開 催 地
	ドミニカ共和国　ボカチカ

	大 会 期 間
	７月１６～２６日

	セールNo
	ＪＰＮ３０３２
	最 終 順 位
	８２位


	気温、水温、ウエアについて
	気温は３０度くらいで　水温はわからないが暖かかった
ウエアは水着一枚と半袖でちょうどよかった

	海面（湖面）の特徴や風の傾向
	どの風向でも沖からうねりが入った
ほぼ毎日シーブリーズ。　雲の場所によって風のふれがわかる

	セッティングで注意したこと
	うねりが高く、風もそこそこ軽かったので深めのセットにした

	セーリングで注意したこと
	うねりが大きく、見かけの風がすごく関係したためいつもより大きなトリムをした
風が弱いときは波に対するラダーのハンドリングで対抗すると失速しやすいため控えてその分トリムをがんばった
風が弱かったたし、うねりも高かったから、ヘルムを感じやすいように少しヒールぎみにした
体重が重いため角度をつけると失速しやすかったから、角度を落としてでもスピードを重視した。

１～２マークの間は競り負けるのでふくらまずにレイラインを走った（ランニングでも）

	海上で練習したこと
	トリム
スピード練習

	実際のスベリはどうでしたか？
	自分自身ではよかったが、波を乗り越えるときなど小柄な選手に負けていた

	スタートは、どうでしたか？
	ほとんど上スタをして、上スタの方が失敗しても挽回しやすいのでそのスタートの仕方をしていたのですが、もうちょっとチャレンジすればよかったです。

	コース戦略はどうでしたか？
	左右どちらにもふれ、片方だけ伸びることが無かったので無理にあわせるセーリングは控えた

	自分より上位の選手との違いは？
	角度とコース。

	国内の練習で役立ったこと
	タックしたあとのスピードとランニングのサーフィングする時間

	国内の練習で足りなかったこと
	スタート練習とコース練習

	印象に残った外国選手は？
	ＳＩＮ１１３のYukie Yokoyama選手、上位のほうに必ずいました

	行く前と、行ってからで違ったことはありましたか。
	経験値が上がった

	今後の課題と目標は？
	課題はコース取りです。
目標は、世界で戦うことです。

	JODAへの要望
	特にないです

	その他
	ＪＯＤＡの皆様、応援してくださった皆様本当にありがとうございました。


ご協力ありがとうございました
JODA海外派遣委員会
